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★紹介コーナー No. 6 

緑区生涯学級「横浜線ものがたり」 

緑区には「みどりーむ」という愛称の 緑区市民活動支援センタ

ーがあり、地域活動や様々な市民団体の自主的な活動を支援

している。その特徴的なものとして緑区が実施している生涯学

級がある。生涯学習ではなく“生涯学級“。これは、区民が運営

委員として生涯学習講座の企画・運営に携わることで、主に退

職者たちに、地域で自主的に活動する場を提供する、との目的

がある。  今回紹介するのは、緑区生涯学級のひとつである

「横浜線ものがたり」です。その運営委員会（代表 佐野純一さ

ん）にお邪魔して、お話を聞かせていただきました。（取材・文 

渡辺登志子） 

「横浜線ものがたり」って？ 

「横浜線ものがたり」は、平成 18（2006）年に JR横浜線がその

2年後の平成 20（2008）年に開業 100周年を迎えるにあたり、

10人ほどの市民によって、その運営委員会が立ち上げられたそうだ（現在メンバーは 12人）。「横浜線ものが

たり」といっても、横浜線そのものの調査や研究ではない。なぜ、横浜線かというと、この緑区の中央を、JR横

浜線が東西に縦走し、駅が４つ（長津田駅 – 十日市場駅 – 中山駅 – 鴨居駅）もあることから、緑区の象徴

として捉えたことによるという。ついでながら、鶴見川の支流の恩田川も同様に区の東西に流れている。 

 

緑区ミニ情報：横浜市緑区は 1969 年、人

口増加のため、港北区より分区して成立し

た。1994 年に、北部が青葉区と都筑区が

分区して、現在の区域となった。緑区の特

徴として、名前のとおり緑地の比率が横浜

市の中で一番であること、中央を JR 横浜

線と、恩田川が東西に縦走していること、

工業団地や農業用地もあるが、特に住宅

地が多いことがあげられる。 

横浜線のお話：横浜線は、東神奈川駅と八王子駅間を走る JR 東日本の鉄道路線。始まりは生糸取引の豪商だ

った原善三郎たちが、八王子や甲信地方で生産された生糸を横浜へ輸送することを目的として、横浜鉄道をつく

り、明治 41（1908）年に東神奈川駅－八王子駅間で開業したものである。しかし、当初の目的を果たすことなく、2

年後には国の機関である鉄道院が横浜鉄道を借り入れ、大正 6（1917）年には、国に買収され国有となり、「横浜

線」と改称された。これまでに大きな影響があったものとしては、昭和 39（1964）年に東海道新幹線開業とともに

新横浜駅が開業したこと、昭和 41（1966）年に東急田園都市線が長津田駅に乗り入れたことなどがある。その

後、人家がまばらだった横浜線沿線も急激な人口増加で住宅が増え、駅の数も始めは 9 駅だったが、現在は 20

駅となっている。 

初日の相澤雅雄先生による公開講座 

2017年の講座の募集チラシ 
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創設時のメンバーの一人である久保田武光さんは、「中学校時代の仲間と還暦の集いを行った際に、毎年当

たり前のようにやっている“どんど焼き”が、一つ目小僧に由来する（下の「一つ目小僧とどんど焼き」を参照）も

のだということを、地元生まれ地元育ちの人さえ知らなかったことに愕然とした。幼少の頃に母親から地域に伝

わる風習や言い伝えを子守歌代わりに聞かされた話だった。」という。そこで、地元（緑区）のことをもっと知って

もらいたいと、地域の歴史や文化を伝える活動を始めた。そのひとつが、退職者たちの生きがいづくりを目的と

した生涯学級講座「横浜線ものがたり」の運営委員への参加だったそうだ。 

本格的な講座づくり 

会の活動は、年に一度の講座の実施である。年

に一度、といっても今年を例に挙げれば、4月 8

日の 1回目の公開講座に始まり、6月 23日ま

で、6回もあり、午前も午後も行われた。使われ

るテキストの厚みと中身の濃さにも驚かされる。

説明文や写真のほかに、古地図あり、年表あ

り、系図ありで、これだけ見ても、準備だけでも

かなりの時間と労力がかかるだろうと十分に推

察できる。 

 

「横浜線ものがたり」のこれまでの実施講座をみ

ると、緑区を対象にしたものと、緑区に関わりの

あるテーマをもとに区域を飛び出して行うものが

毎年交互に実施されている。平成 19（2007）年

は 2回行われたが、これは、「ハマのシルクロー

ド 横浜線ものがたり」と称し、緑区を飛び出して

シルクロードを探求した講座だったが、緑区へ

の言及が希薄になってしまったことから、その

後、緑区そのものを対象とした講座を年内に実

施したからだそうだ。その年以降、一年ごとに、

緑区限定、緑区以外へも、という方式に決まっ

たという。 

 

一番の人気だったのは平成 25（2013）年の「葛

飾北斎が描いた大山道の面影を訪ねる」で、30

名の募集のところ 100名もの応募があったそう

だ。北斎の浮世絵の入った募集チラシが人気を集めたようだ。二番目は今年実施した「横浜線沿線の城と小田

原城総構を訪ねる いざ！城攻めじゃ 小田原北条氏の城めぐり」で、応募者は 67名だった。参加者集めの広

報は、区や“みどりーむ”が広報紙やホームページなどで、いろいろな形で積極的に行われる。地元のタウンニ

ュースに取り上げられることも多いとか。チラシは駅や各施設にも置かれて、講座のＰＲに役だっている。 

今年のテキスト 

榎下城址で説明する佐野さん 
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「事後グループ」から地域活動へ 

講座の実施後は、参加者たちが興味を共有できる人たちと独

自にグループをつくり、活動を継続するという。これを「事後グ

ループ」というそうだ。この事後グループがつくられて、地域で

活動するようになることが、緑区生涯学級の目的でもあるの

で、会の活動は地域支援に十分役立っている。 

 

後で、いただいた資料をみたところ、講座の実施についての留

意点や、実施後の検証がこと細かく厳しく行われていた。例え

ば、テキストを作るうえでは、「生きがいづくり」、「グループ活

動のきっかけづくり」が講座の目的なので、特定テーマの知識

探求ではないから、必要以上の詳しさは不要だとしている。ま

た、テキストへの評価が大変高かったことについては、見た目

や内容などのレベルの向上をあげ、それについて細かく具体

的な分析がされている。特に、緑区域外への飛び出しの意義

に関しては、「緑区と関係のあるテーマのもとに、緑区域外に

飛び出し、そこから改めて緑区との関りを眺めるのが、最大の目的であり、単に訪問先の案内ではないというこ

とが重要」とあり、常に、緑区生涯学級の本来の目的に沿おうとする姿勢が貫かれている。 

「長津田ふるさと会」とも連携 

余談になるが、一つ目小僧伝説のお話をしてくれた久保田さんが代表を務める「長津田ふるさと会」というグル

ープがあるが、そこが昨年 6月に長津田地区センターで開催した歴史展「長津田歴史展Ⅶ・板部岡江雪斎と長

津田領主岡野家」は、同時期のＮＨＫ大河ドラマ「真田丸」に登場した「江雪」を中心に紹介し、その息子から始

まる長津田・岡野家の歴史を展示したものだった。ＮＨＫ大河ドラマに江雪が出ていたことで、遠くは名古屋、長

野、千葉といった所からも、ツイッターやフェイスブックで情報を得た人たちがやって来た。特に“歴女”が圧倒

的に多かったそうだ。歴史に興味を持つ人たちも様変わりしたのだろうか。横浜線ものがたりの運営委員の多く

が、こちらの「長津田ふるさと会」のメンバーでもあるとのことで、“歴史にハマル”と、いろんな形で、歴史探求

に関与したくなるものらしい。 

 

せっかくなので、久保田さんよりの、長津田の「一つ目小僧伝説」と【補足】どんど焼き（次ページ右欄に掲載）を

ご紹介します。併せて、読んでいただくと、皆さんも子供の頃のことを思い出すのではないでしょうか。 

一つ目小僧とどんど焼き  

（どんど焼きと長津田地区の民話） 

むかし、１２月８日の晩になると人の目には見えない一つ目小僧が、部厚い帳面をかかえて山から村へおり

てきて、戸締りの悪い家をさがしては入ってくるといわれていました。  

活動に対して緑区から表彰状 
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 子どもたちが屋外に行儀悪くぬぎ散らかしている下駄や草履

(ぞうり)を見つけては、それに「ぺたん」とはんこを押して帳面

に名前を書いていくのです。 

 帳面が名前でいっぱいになると、それを辻の道祖神（どうそ

じん＝賽の神；さいのかみ）に翌年の２月８日まで預けて、一

つ目小僧はまた山へ帰ってゆくのです。 

 名前を書かれた子どもの家は、翌年になると必ず疫病神（や

くびょうがみ）がやってくるといって、人々から恐れられていまし

た。  

 そこで村人たちは、2月 8日に一つ目小僧がきても、帳面が

その手に渡らないように、正月の１４日には帳面を隠している

賽の神の仮の祠(ほこら)あるいは賽の神の所に置かれていた

石を、どんど焼きの火の中で燃やしてしまうのです。 

 おとなたちは、一つ目小僧がやってくる１２月８日、あるいは

２月８日になると、家の庭先に目籠(めかご)をさげておきます。 

 すると、一つ目小僧は、「こいつは俺よりたくさん目がある

ぞ、こんなやつにはかなわない！」 と恐れをなして逃げ出して

しまうのだそうです。 

 

【補足】「どんど焼き」は別名「左義長(さぎち

ょう)とも呼ばれ、厄除け(やくよけ)の民俗行

事です。お正月の門松やしめ縄、お守り、破

魔矢、祈願成就した「だるま」などを持ち寄っ

て焼き、習字の上達を願って書き初めなど

も燃やします。地域差はありますが、日本の

全国的な行事といえましょう。 

  昔、長津田地域は養蚕が盛んで、家の

中に繭玉(まゆだま)飾りを作りました。そし

て、先端が三つ又の木の先に団子を刺し

て、どんど焼きの火で焼きます。この団子を

食べると無病息災だといわれます。また、三

つ又の棒の先を焦して、家に帰って「うんと

なれ！ たんとなれ！」と唱えながら柿の木

の幹を叩いて、柿の豊作を願いました（この

地域は禅寺丸柿の産地の一角でした）。さら

に、三つ又の棒を“じょうぐち”（公道から自

宅に通じる道）の入り口の地面にさして魔除

けとしました。現在でも、繭玉飾りを作った

り、団子を焼いた棒を“じょうぐち”にさす風

習を続けている家もあります。 

  賽の神は旅の神、道の神、悪魔祓いの

神、農業の神、出産や和合 (子孫繁栄)な

ど、いろいろな信仰が習合されたものだと言

われています。 昔は、賽の神のあるそば

で、どんど焼きを行っていました。しかし、地

域の発展とともに家々が建ちならび、人家を

避けて転々として賽の神から遠く離れたとこ

ろで行っている所も多くなりました。 

目籠を見て、逃げ出す一つ目小僧 


